
１　基本情報
（１）公の施設の名称

（２）施設の設置目的

（３）所管部局

（４）指定管理者名

（５）指定期間

（６）主な事業

（７）有料施設の有無

（８）公募・非公募の別

（９）主な利用者 （１０）市内における受益対象者数

（１１）近隣の類似施設名及び当該施設の評価に用いられている指標

市民（市外在住者も利用可能）

様式１

有(利用料金制)

堺市教育文化センター

　　　　　

市民に生涯学習と文化活動の場を提供するとともに、教育に関する研究及び教
育関係職員の研修等を行うことにより、文化の発展と教育の振興に資するため
設置

ＪＴＢコミュニケーションズグループ
（株式会社ＪＴＢコミュニケーションデザイン、南海ビルサービス株式会社、
株式会社東急コミュニティー）

公募

（教育文化センター）

指定管理者評価表

教育委員会事務局　学校教育部　教育センター

平成２７年４月１日から令和２年３月３１日まで（５年間）

（１）施設等貸出業務
（２）プラネタリウム室・天体観測室・科学展示コーナー運営業務
（３）駐車場の整備及び駐車場・駐輪場の管理運営業務
（４）利用料金等の収受業務
（５）施設利用案内業務・情報コーナー等に関する業務
（６）施設等の維持管理業務
（７）市への協力
（８）文化芸術振興事業及び生涯学習推進事業（自主事業②）
（９）レストラン運営事業（自主事業①）
（10）その他の業務

無

不特定多数



２　管理運営状況

ア (人)

イ (％)

ウ (％)

ア

イ

ウ

エ

職員数（人）
※各年度4月現在

職員研修（回）
※令和元年度は予定回数

要望、苦情等（件）

事件、事故等（件）

市による状況分析
３０年度より、従来の研修に加え、基本協定等に基づく業務手続を内
容とした従業員研修（指定管理業務研修）を実施し、より適切な運営
を図るよう指導している。

8 10 6 6 －

3 9 5 8 －

5 5 5 11 11

58.4

（３）管理体制等

平成27年度 平成28年度

JTBコミュニ
ケーションズ
グループ

283,561利用者数

（教育文化センター）

273,188 266,039

JTBコミュニ
ケーションズ
グループ

（１）特筆すべき事項 (地域貢献等の実績、取組、成果等)

（２）利用者サービス

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

市による状況分析
２５年経過した施設であるが清掃が行き届き、美しさを保っている。
また、会館で活動するサークルの作品展を開催し、活動成果を発表す
る機会を提供するなど、利用者サービスの充実を図っている。

利用者満足度 95.6 95.3

60.9

地震時の指定避難所として、地震を想定した防災訓練、避難所開設シュミレーション
会議（指定管理者・直営施設合同）を実施するなど、地域防災力の向上、市や地域住
民と連携し防災に備えた自助や共助の取組みを継続的に行っている。

指定管理者名
JTBコミュニ
ケーションズ
グループ

JTBコミュニ
ケーションズ
グループ

JTBコミュニ
ケーションズ
グループ

市による状況分析
諸室の平均稼働率は３０％～９０％と幅広く、特に稼働率が低い貸室
の稼働率を上げる創意工夫とともに、施設の魅力を積極的にアピール
し、集客力を向上する必要がある。

稼働率 62.5 63.1

利用者数の算出
方法

中文化会館（研修室、ホール、ギャラリー等）利用者数
プラネタリウム観覧者数、天文催事参加者数

ＨＰへのホール利用者イベント情報掲載、掲示板へのサークル活動紹
介等、集客協力等の努力に関わらず、中文化会館利用者は２８年度以
降減少傾向にある。プラネタリウム及び天文催事の利用者は、機器性
能を活用した番組を豊富に提供することにより増加傾向にある。

市による状況分析

297,545

平成29年度 平成30年度 令和元年度

稼働率の算出方
法

95.0 96.5

利用者満足度の
測定方法

各施設の年間稼働日数/年間開館日数

施設利用者アンケートを実施。（「施設の快適さ」「清掃について」
「スタッフの対応」等を調査。）
実施時期：１０月〜１２月　サンプル数：６５０～８００

30 27 28 30 32



■指定管理業務

ア

イ

ウ

エ

オ

■自主事業 （ 有 ）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

市による状況分析

２７年度～２９年度に実施した空調設備更新に伴う省エネ縮減経費を利用
者に還元する。具体的には、２８年度は図書館閲覧室ＬＥＤ化、２９年度
～３０年度ではトイレウォシュレット化、監視カメラ改善、諸室ＬＥＤ化
等、順次施設改善している。令和元年度予算は費目を見直し、施設維持管
理業務・プラネタリウム運営業務・委託料に含まれていた人件費・間接部
門経費を人件費に統合した。

徴収委託の場合
の徴収額

－ － － － －

市への納付金の額

収支差額 4,353,876 2,163,740 -383,734 -1,072,279 0

利用者一人当たりの支出額 893 860 923 948 －

80,034,850 38,867,913

合　　　計 253,158,971 255,826,678 252,147,660 252,146,203 255,456,512

修繕費 3,575,635

その他経費 76,166,345 77,186,325 75,488,193

光熱水費 42,836,148 40,187,866 37,443,263 32,331,234 31,650,194

委託料
（　　）内は総支出額
に占める委託料の
割合

77,056,043 73,724,243 76,311,923 76,961,003 74,122,162

(30.4%) (28.8%) (30.5%)

支出 人件費 53,524,800 53,524,800 53,524,800 57,322,976

合　　　計 257,512,847 257,990,418 251,763,926 251,073,924 255,456,512

その他収入 10,994,818 10,999,916 10,247,219 9,729,420 9,690,301

負担金 0 0 0 0 0

利用料金 65,448,801 69,048,332 64,109,963 65,061,675 67,125,000

収入 指定管理料 181,069,228 177,942,170 177,406,744 176,282,829

平成28年度 平成29年度

11,203,444 9,379,481 5,496,140 6,547,030

178,641,211

104,269,213

(29.0%)(30.3%)

（教育文化センター）

平成30年度 令和元年度(予算)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度(予算)

（４）収支状況（単位：円）

平成27年度

23,103,20018,204,315 22,097,817 20,929,524 20,039,140収入

収支差額 -7,999,537 -4,656,830 -5,407,343

27,261,93026,203,852 26,754,647 26,336,867 25,448,785支出

-5,409,645 -4,158,730

市による状況分析

カルチャー事業の収支は良好であるが、ホール・ギャラリー等活用事業は
集客が目標に達成せず、集客努力が必要である。一方、会館利用者の利便
性に配慮して、市に賃借料(２，３６７，３６０円）を支払い運営している
レストラン事業の収支は大きな赤字となっている。

主な自主事業
文化芸術振興及び生涯学習推進事業（ホール、ギャラリー等活
用）、カルチャー事業（長期・一日・短期・科学）講座、レスト
ラン運営事業等

事業数（回） 690 705 740 704

参加者数（人） 38,316 40,579 40,895 40,980

市への納付金の額 2,367,360 2,367,360 2,367,360 2,367,360



（教育文化センター）

３　目標管理、評価等

（１）適正な管理運営の確保

評価の
指標

施設利用の満足度
プラネタリウム番組数
学習投影開催件数
堺市小学校参加率

（設定理由）
基本理念の「開かれた施設の実現と”人”
でつながる運営」に基づき、ホスピタリ
ティを図れる指標であるため

目標

【仕様書の目標】
満足度90％以上
プラネタリウム番組数9本以上
学習投影開催件数140回以上
堺市小学校参加率60%以上
【指定管理者独自の目標】
満足度95％以上
学習投影開催件数146回以上
堺市小学校参加率63%以上

（設定理由） 仕様書及び指定管理者が独自に定める目標

実績

【満足度】
・中文化会館　96.5％
・プラネタリウム番組　97.0%
【プラネタリウム番組数】21本
【学習投影開催件数】　158回
【堺市小学校参加率】　69%

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

施設の清掃が行き届き快適であることと、
スタッフの笑顔、丁寧な説明等の対応、プ
ラネタリウム番組の充実により利用者の満
足度が高い。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

２５年経過施設であるにも関わらず、清掃が行き
届き美観を維持している。空調設備更新等に伴う
省エネ縮減経費を利用者に還元するため、ＬＥＤ
化推進やトイレ等設備改善を年度計画に位置付け
ているが、整備計画が適切になされず、年度末に
集中実施したり、翌年度繰り越しとなったものも
ある。
プラネタリウム事業は良好である。

対
応
策
等

年度計画した事業が適切に実施・完了できるよ
う、年度当初に年間計画を立案し、計画以外の臨
時・緊急対応が必要な事案が生じた場合は速やか
に本市と協議し、実施計画の調整を行うよう指導
した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

施設利用における３項目の利用者の満足度の平均
は９６．５％であり、目標９５％に対して高い数
値を得ることが出来た。特に清掃の満足度が高
く、スタッフの笑顔と挨拶を伴う対応が高評価に
つながった。
駐車場の照明器具等のＬＥＤ化にも順次対応し、
前向きに省エネ対策を進めている。

利用者満足度向上のため、快適な集いの場所を提
供できるよう、今年度中に完了しておきたかった
照明のＬＥＤ化、トイレのウォシュレット取付工
事、ソファーの張替えの課題が最終年度に持ち越
した。最優先課題として取り組んでいく。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

平等利用、維持管理、人員配置、事故対応、安
全・緊急時対策等に関する特記事項

施設維持管理・修繕計画が遅延し、年度末に集中実施す
るとともに、翌年度への繰り越しも生じた。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

ソフィア・シネマの上映について、日本語字幕投影の要
望に応じ、日本語字幕付き投影の枠を別途設けた。

66.1

74.2

69.2

30.4

23.9

25.6

2.5

1.7

1.7

1.1

0.2

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設の快適さ

施設の清掃

スタッフの対応

中文化会館 満足度

満足度 良い 満足度 やや良い 満足度 やや悪い

満足度 悪い 満足度 無回答
66.9

30.1

2.8 0.2プラネタリウム番組

とても良い

良い

普通

悪い



（教育文化センター）
（２）利用者サービスの向上への取組

評価の
指標

中文化会館利用者数
施設稼働率（区分）
プラネタリウム観覧者数

（設定理由）
利用者ニーズに沿った魅力ある運営を反映
する指標の一つである。

目標

【仕様書の目標】
中文化会館利用者数 195,000人以上
区分稼働率 40％以上
プラネタリウム観覧者数40,000人以上
【指定管理者独自の目標】
中文化会館利用者数220,000人以上
区分稼働率42％以上
プラネタリウム観覧者数41,200人以上

（設定理由） 仕様書及び指定管理者が独自に定める目標

実績

中文化会館利用者数 218,567人
区分稼働率　32.9%
プラネタリウム観覧者数 43,740人

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

中文化会館は利用者数は目標達成している
が、稼働率は目標達成していない。交通利
便性が悪い状況であるが、稼働率を上げる
創意工夫が必要である。
プラネタリウムは、魅力ある多彩な番組・
天文催事により参加者数は目標達成してい
る。集客力の高い番組の提供等、積極的な
取組の効果が表れている。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理

由

中文化会館は利用者数・稼働率ともに２９
年度以降減少傾向である。
プラネタリウムは、プラネタリウム番組・
天文催事ともに参加者数は増加し、満足度
も高い。

対
応
策
等

諸室の平均稼働率は３０％～９０％と幅広
く、特に稼働率が低い貸室の稼働率を上げ
る創意工夫とともに、施設の魅力を積極的
にアピールし、集客力を向上する必要があ
る。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ

会館利用者数は、やや目標に届かなかった
が、プラネタリウムの観覧者数が大きく目
標を上回った。プラネタリウムのピック
アップ番組の駅ポスター掲示等、広域への
情報を積極的に行なった。

ソフィア・タイムズ，ＨＰ等情報誌等によ
り施設の紹介、イベント告知を積極的に行
い、新規施設利用者の獲得とリピーター増
加を目指す。集客目標実現のため魅力のあ
るコンテンツを用意し、利用者の満足度を
向上させる内容、開催時期、組立の見直し
を進める。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

利用者サービス、利用促進、自主事業、人権
尊重に配慮した情報提供、利用者意見・要望
の反映等に関する特記事項

天文事象に応じた観察会、大学と連携した天文講演会な
ど、天文ファンの開拓に積極的に取り組むとともに教員
研修への協力など、専門性を生かした取り組みを推進し
ている。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

プラネタリウム待合スペースに椅子増設の要望に応じ、
椅子を増設した。
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（教育文化センター）

（３）収支の実績

評価の
指標 利用料金収入 （設定理由）

施設の稼働率を向上することで、健全な収支
を実現する。

目標

【仕様書の目標】
　　64,000,000円以上
【指定管理者独自の目標】
　　66,423,000円以上

（設定理由） 仕様書及び指定管理者が独自に定める目標

実績 65,061,675円

 （分　　  析）
※目標未達成
時は詳細な原
因分析

目標値は上回っているが、中文化会館利用者
減に伴い、中文化会館施設使用料、駐車料金
は減少傾向である。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

中文化会館利用料及び駐車場料金収入は、貸
館施設の稼働率の減少等により減収傾向、プ
ラネタリウム観覧料は増収傾向である。支出
では、ＬＥＤ化推進等省エネへの取組により
光熱水費等の管理経費を縮減し、その財源で
施設整備を推進し利用者に還元することで、
有効に活用している。

対
応
策
等

２５年度に更新したホール音響・照明、２７
年度～２９年度に更新した空調設備等、貸室
施設の魅力を十分アピールするとともに接客
充実により、利用料金の増収を目指す。ま
た、プラネタリウム番組内容、時間帯及び広
報を工夫し、学習投影・一般投影ともに集客
力向上を目指す。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

貸館業務での利用者数、稼働率、利用料金等
収入とも、年度目標には及ばなかったが、利
用料金収入は昨年度の１０１．４％、プラネ
タリウム収入については１２７．１％とな
り、集客力の高い番組企画、タイミング等、
大いにその企画力を発揮できたと思われる。

普及型公演事業では、ワークショップを兼ね参加
者の満足度は高いものの、ホール集客は伸び悩ん
だ。また、駐車場利用者の減少は、他社の駐車場
の終日駐車料金が安価なことが要因と考えられる
が、館の駐車場は日中の利用料金が最初の３０分
無料であることを前面に、短時間の利用者の回転
数を上げるような集客企画に取り組むなど、更に
企画工夫することで利用者数回復を目指す。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

収入増加のための取組、収支状況、経営状
況、経理事務等に関する特記事項

プラネタリウムは番組選定の工夫により新規顧客・リ
ピーター層の獲得努力により、観覧料収入が増収すると
ともに、省エネ推進により管理経費の縮減を図った。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対応
トイレの暖房便座付きウォシュレット改修を推進し、安
全・快適な運営を進めている。
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